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東 京 医 科 歯 科 大 学 

 

１．小論文試験について 

   大問１と大問２を出題する。大問１は全学科・専攻で共通とし、問題発見

および解決に必要な批判的・創造的・協働的思考力を問う。大問２は学科・

専攻毎に以下のとおり出題する。 

 

【医学部医学科】 

生命科学などに関する課題及びこれに関連する複数の資料を提示し、重

要性・優先順位に応じて情報を整理・統合する力、資料を基に課題の全体

像を要約して問題点を抽出する力、図・文章を用いて根拠を示しながら自

身の考え・解決策を論理的に述べる力を問う。 

 

【医学部保健衛生学科看護学専攻】 

科学論文、エッセイなどの資料を提示して、理解し整理・統合する力、

著者の論意を踏まえて、自身の考えを論理的かつ簡潔に述べる力を問う。 

 

【医学部保健衛生学科検査技術学専攻】 

科学的な題材に関する文章を読み、理解する力、自分なりの推論を理論

的に展開する力を問う。 

 

【歯学部歯学科】 

①論理的な思考を問う科学問題、②医歯学領域への関心を問う問題（英

語で出題する。）、③柔軟な思考を問うエッセイ形式問題から、２～３題を

課す。 

 

【歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻】 

英語の長文を読み、設問に英語及び日本語で答える形式で、出題の文章

内容を踏まえて、自身の考えを日本語で述べる力を問う。 

 

【歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻】 

問題文は英語とし、与えられた課題に対して内容を要約する力と自身の

考えを述べる力を問う。 

 

 



２．面接試験について 

   課題を与え、グループ面接を行った後、提出書類とグループ面接の内容に

より個人面接を行う。 

 

３．学校長が推薦できる人数について 

学校長は、各学科・専攻に推薦できるものとし、推薦できる人数は、学科・

専攻毎に以下のとおりとする。ただし、同一の志願者を複数の学科・専攻に

推薦することはできない。 

 

【医学部医学科】 

   １校につき２名以内とする。 

 

【医学部保健衛生学科看護学専攻】 

１校につき１名を原則とする。ただし、過去５年間に「一般入試」及び

「推薦入試」により保健衛生学科看護学専攻への入学実績がある学校につ

いては、２名以内とする。 

 

【医学部保健衛生学科検査技術学専攻】 

１校につき１名とする。 

 

【歯学部歯学科】 

１校につき２名以内とする。 

 

【歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻】 

１校につき２名以内とする。 

 

【歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻】 

１校につき２名以内とする。 

 

４．大学入試センター試験の目安の得点について（医学部医学科のみ） 

   本学が指定する科目の得点の総合計が原則８割以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


